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Windowsフォームを使ってデータベ

ースアプリケーションを構築する場合、

ADO.NETでのデータベース操作だけ

でなく、データバインディングを駆使し

たコントロールとの連携が不可欠です。

本稿では、Visual Studio .NETを使

ってデータベースアプリケーションを

作るときの基本となる手順と、コント

ロールとのデータバインディング処理

について説明します。

テーブルの構成

本稿では、表1に示すPRODUCTSテ

ーブルを使い、製品情報を表示したり

編集したりする例を示します。PRO

DUCTSテーブルは、製品名や価格を管

理するものですが、画像を保存するこ

ともできるようにしてあります。どの

ようにしてデータベース内の画像を表

示すればよいのかという点も本稿で説

明する話題のひとつです。

テーブルをドロップ

サーバーエクスプローラからテーブ

ルをドラッグ＆ドロップすると、以下の

2つのコントロールが作られます（図1）。

①SqlConnectionコントロール

データベースとの接続をするための

コントロールです。ConnectionString

プロパティで、データベース接続文字

列を指定します。サーバーエクスプロ
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表1：PRODUCTSテーブル

列名 型 用途

id int 製品ID。IDENTITY列とし、1から始まり、1ずつ自動的に
増えてゆく序数

productname nvarchar(100) 製品名

price money 価格

picture image 製品画像。NULL値も許し、NULLの場合には画像なし
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ーラからテーブルをドラッグ＆ドロッ

プしたときには、ConnectionStringプ

ロパティは自動的に設定されます。

②SqlDataAdapterコントロール

データベースに接続して、データベ

ースの情報をDataSetに読み込んだり、

DataSetの内容をデータベースに書き戻

したりするためのコントロールです。

以下のプロパティを設定します。

・SelectCommandプロパティ：デー

タベースからデータを読み取るとき

のSQLクエリー

・InsertCommandプロパティ：データ

ベースにレコードを挿入するときの

SQLクエリー

・DeleteCommandプロパティ：デー

タベースからレコードを削除すると

きのSQLクエリー

・UpdateCommandプロパティ：デー

タベースのレコードを更新するとき

のSQLクエリー

これらの各プロパティは、サーバー

エクスプローラからドラッグ＆ドロッ

プしたときには、ドロップしたテーブ

ルの構成から、自動的に作成されます。

また、各プロパティは、①で作成さ

れたSqlConnectionコントロールを使

ってデータベースに接続するように構

成されます。

次に、データを読み取るためのData

Setを作ります。

DataSetはVisual Studio .NETではコ

ントロールとして構成され、SqlData

Adapterの［データセットの作成］メニ

ューから作成できます。

［データセットの作成］メニューを

選ぶと、図2の画面が表示されるので、

含めたいテーブル名と、作成するデー

タセットの名前（DataSetコントロール

の名前ではなく、自動生成されるXSD

スキーマやDataSetサブクラスの名前で

す）を設定し、［OK］ボタンを押しま

す［注1］。

すると、次の3つの項目が作られます。

①XSDスキーマ

テーブルの列の構成を定義するXML

形式のファイルです。拡張子.xsdのフ

ァイルとなります。

XSDスキーマでは、次の項目を定義

します。

・列の型

・主キー

・自動インクリメント列か否か

・NULL値を許すか否か

・読み取り専用か否か

・他の列と重複しない唯一無二の値で
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図1：テーブルをドロップする

①テーブルをドロップすると、
SqlConnectionコントロールと
SqlDataAdapterコントロールができる

②SqlDataAdapterコントロールを
右クリックし、表示されたメニューから
［データセットの作成］を選択すると、
DataSetコントロールを作成できる
（→図2へ）

DataSetを作る

注1）Windowsフォーム上に、複数のSqlData
Adapterコントロールを配置している場合には、
［データセットに追加するテーブルの選択］内に、
それらすべてのテーブルが表示されます。ひとつ
のデータセットには、複数のテーブルを構成する
ことができ、また、テーブル間のリレーションシッ
プを構成することができます。




